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パ
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一
日
目
は
、
広
さ
を
は
か
る
コ

ン
パ
ス
測
量
。
方
位
角
度
と
斜
距

離
と
高
低
角
で
、
森
の
広
さ
が
わ

か
り
ま
す
。
形
や
傾
斜
や
標
高
差

も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の

表
現
形
が
平
面
図
。
ぐ
る
っ
と

一
周
測
量
を
し
た
ら
始
点
と
終

点
が
同
じ
点
。
け
れ
ど
、
誤
差
は

で
る
の
が
当
た
り
前
。
製
図
を

し
て
み
た
ら
、
閉
じ
て
合
わ
さ

る
こ
と
は
な
い
。
許
容
範
囲
の
誤

差
は
認
め
て
も
ら
っ
て
、
閉
合
誤

差
の
修
正
で
す
。

　
薄
暗
い
山
小
屋
・
昼
食
後
の
睡

魔
・
足
の
痺
れ･･･

そ
ん
な
悪
条

件
の
な
か
、
三
角
関
数
を
使
っ
た

計
算
を
さ
せ
ら
れ
、「
ま
さ
か
Ｋ

Ｏ
Ａ
森
林
塾
で
、
こ
ん
な
こ
と
を

や
る
な
ん
て･
･
･
 

」
と
思
い
つ

つ
、
分
度
器
や
定
規
を
手
に
、
方

眼
紙
に
向
か
っ
て
悪
戦
苦
闘
。

　
森
林
の
整
備
を
す
る
と
き
、

『
広
さ
』
は
も
っ
と
も
基
本
的
な

情
報
の
ひ
と
つ
で
す
。
ど
れ
く
ら

い
の
木
が
育
て
ら
れ
る
の
か
。
相

対
幹
距
比
を
思
い
出
せ
ば･･･

そ

う
、
そ
れ
は
面
積
と
樹
高
と
本
数

の
相
関
な
の
で
す
。

　
二
日
目
は
、
山
へ
通
う
道
づ
く

り
。
広
さ
が
わ
か
っ
た
林
の
中

へ
、
作
業
を
し
に
行
く
道
や
山
の

状
態
を
見
に
行
く
道
を
つ
く
る

に
は･･･

。
や
は
り
コ
ン
パ
ス
で

の
測
量
に
始
ま
り
、
製
図
、
ト
ン

ガ
で
の
歩
道
開
設
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
急
傾
斜
の
歩
道
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
多
少

の
荷
物
を
持
っ
て
歩
い

て
も
苦
に
な
ら
な
い
十

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
勾

配
の
、
あ
ま
り
足
元
を
気

に
せ
ず
に
歩
け
る
幅
の

歩
道
が
山
の
あ
ち
こ
ち

を
巡
っ
て
い
れ
ば･

･
･

。

山
の
手
入
の
第
一
歩
に

測
量
と
歩
道
の
開
設
。
そ

の
道
を
歩
い
て
山
を

じ
っ
く
り
観
察
す
れ
ば
、

今
よ
り
も
も
っ
と
身
近

な
森
が
ふ
え
る
こ
と
と

な
る
で
し
ょ
う
。
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時時時時時
3535353535
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
あ
と
、
早
川
講

師
に
よ
る
測
量
講
義
。
ト
ラ

ン
シ
ッ
ト
や
平
板
な
ど
様
々

な
測
量
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

山
林
で
は
コ
ン
パ
ス
測
量
が

一
般
的
。
な
か
で
も
前
進
法

に
よ
る
コ
ン
パ
ス
測
量
を

や
っ
て
み
ま
す
。
講
義
で
は
、

そ
の
手
順
や
注
意
事
項
、
野

帳
の
記
入
方
法
を
解
説
し
て

頂
き
ま
し
た
。

99999
時時時時時
3535353535
分分分分分

　
休
憩
後
、
班
に
分
か
れ
て
、
小

屋
の
前
で
コ
ン
パ
ス
の
使
い

方
。

1010101010
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
測
量
開
始
。
今
回
は
全
部
で

14
点
の
測
量
で
す
。
三
脚
は

谷
側
の
等
高
線
方
向
に
二
本

出
し
、
山
側
の
一
本
で
調
整

を
。
盤
面
の
気
泡
管
で
水
平

を
と
り
、
望
遠
鏡
で
ポ
ー
ル

を
覗
い
て
み
る
と･

･
･

。
方

位
と
斜
距
離
と
高
低
角
で
、

広
さ
を
は
か
る
コ
ン
パ
ス
測

量
。
移
動
前
に
は
磁
針
の
固

定
を
忘
れ
ず
に
。

1212121212
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
鳩
吹
公
園
の
芝
生
の
う
え
で

昼
食
。

1313131313
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
製
図
開
始
。
眠
気
覚
ま
し
の

三
角
関
数
。
コ
サ
イ
ン
で
斜

距
離
を
水
平
距
離
に
換
算
。

五
百
分
の
一
の
平
面
図
を
、

グ
ラ
フ
用
紙
と
定
規
の
目
盛

り
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
作

成
。
閉
合
誤
差
を
修
正
し

て
、
平
面
図
を
完
成
し
た

ら
、
面
積
を
計
算
し
て
み
ま

三角関数だなんて・・・

ポールを見ながら、盤面固定

くわでサクサク道づくり
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し
ょ
う
。
三
角
形
に
分
割
し

て
、
一
つ
一
つ
の
底
辺
と
高

さ
を
定
規
で
実
測
。
面
積
を

合
計
し
て
、
縮
尺
を
戻
し
、
平

方
メ
ー
ト
ル
単
位
に
換
算
す

る
と･･･
。
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製
図
終
了
後
、
質
疑
応
答
。
講

師
講
評
。
解
散
。
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88888
時時時時時
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、
早
川
講
師

に
よ
る
林
道
の
は
な
し
。
車

道
・
作
業
道
・
歩
道
の
別
や
勾

配
、
側
点
の
取
り
方
な
ど
。
ま

た
縦
断
測
量
や
横
断
測
量
の

こ
と
を
説
明
し
て
頂
く
。

99999
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
林
道
密
度
に
関
す
る
質
疑
応

答
の
後
、
暫
し
の
休
憩
。
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時時時時時
5050505050
分分分分分

　
歩
道
の
測
量
開
始
。
方
位
・
斜

距
離
・
高
低
プ
ラ
ス
山
・
谷
へ

の
横
断
測
量
。
各
班
五
点
づ

つ
の
測
量
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
一
定
の
勾
配
で
は
な

く
、
測
点
毎
に
傾
斜
が
異

な
っ
て
い
ま
す
。

1111111111
時時時時時

　
製
図
開
始
。
平
面
図
は
も
う
大

丈
夫
？
。
縦
断
は
サ
イ
ン
で

高
さ
を
計
算
。
測
点
毎
に
積

算
高
さ
を
表
示
し
て
、
そ
の

頂
点
を
結
ん
で
み
る
と･･･

。
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昼
食
。

山へ横断

1313131313
時時時時時
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製
図
再
開
。
横
断
は
地
山
の
製

図
に
計
画
路
盤
を
重
ね
て
。

山
側
法
面
（
切
り
土
）
を
七
十

五
度
、
谷
側
法
面
（
盛
り
土

側
）
を
六
十
度
に
設
定
。

1414141414
時時時時時

　
歩
道
開
設
開
始
。
各
自
く
わ
を

手
に
間
隔
を
あ
け
て
並
ん
で

地
山
を
掘
削
。
わ
ず
か
一
時

間
程
で
、
幅
50
セ
ン
チ
程
度

の
歩
道
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
み
ん
な
で
歩
い
て
み

て
作
業
終
了
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

1515151515
時時時時時
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早
川
講
師
の
総
括
。
次
回
講
座

の
案
内
の
後
、
終
了
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

参
加
者
／
遠
藤
さ
ん
、
春
日
さ

ん
、
熊
木
さ
ん
、
栗
栖
さ
ん
、

小
林
さ
ん
、
中
神
さ
ん
、
太
田

さ
ん
、
園
田
さ
ん
、
長
坂
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
後
藤
、、
坂
野

矢を打ち込んで、重心移動

フェリングレバーで傾ける！

　
早
い
も
の
で
、
専
門
コ
ー
ス

最
終
回
。
三
日
間
と
も
小
屋
横

の
旧
日
影
区
有
林
の
傾
斜
林
分

で
の
伐
倒
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
一
抱
え
ほ
ど
の
ア
カ
マ

ツ
を
等
高
線
方
向
へ
と
伐
倒
し

て
み
ま
し
た
。

　
矢
や
フ
ェ
リ
ン
グ
レ
バ
ー
を

使
っ
て
、
徐
々
に
重
心
を
移
動

さ
せ
な
が
ら
の
伐
倒
。
万
全
な

装
備
と
周
到
な
準
備
を
し
て
、

木
が
落
ち
て
い
く
範
囲
を
考
え
、

退
避
路
を
確
保
し
、
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
木
を

倒
し
て
ゆ
く
。
枝
払
い
は
、
傾
斜

の
上
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
力
枝

を
残
し
な
が
ら
、
幹
に
平
滑
に

伐
り
払
う
。
玉
切
り
は
、

沈
み
込
み
な
が
ら
、
あ

る
い
は
浮
き
上
が
り
な

が
ら
、
回
転
し
つ
つ
傾

斜
方
向
へ
落
ち
て
い
く

動
き
を
注
視
し
つ
つ

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
春
、
夏
、
秋
と
三
日

間
の
実
践
を
三
回
、
都
合
九
日

間
。
着
実
に
技
術
を
自
分
の
も
の

に
し
て
、
あ
と
は
実
践
の
機
会
を

つ
く
り
、
経
験
を
重
ね
る
こ
と
。

怪
我
を
せ
ず
、
道
具
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
丁
寧
で
綺
麗
な
仕
上
が

り
の
森
林
整
備
を
め
ざ
し
て
。
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催
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ス
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三
回
開
催
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門
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催
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催
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催
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一
日
目

88888
時時時時時
2020202020
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

　
講
師
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

さ
っ
そ
く
道
具
を
準
備
し
て

現
場
へ
向
か
う
。

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
今
回
は
一
抱
え

程
の
ア
カ
マ
ツ
を
等
高
線
方

向
へ
伐
倒
し
て
み
る
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
刃
を
研
磨
。

伐
れ
な
く
な
っ
た
な
と
思
っ

た
と
き
に
、
す
ぐ
研
磨
。

1313131313
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
保
残
木
の
枝
を

な
る
べ
く
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
と
木
を
倒
し

て
ゆ
く
。

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

『
等
高
線
方
向
へ
の
伐
倒
』

『
等
高
線
方
向
へ
の
伐
倒
』

『
等
高
線
方
向
へ
の
伐
倒
』

『
等
高
線
方
向
へ
の
伐
倒
』

『
等
高
線
方
向
へ
の
伐
倒
』
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1616161616
時時時時時

　
現
場
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ

戻
る
。
道
具
を
片
付
け
て
、

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
終
了
、
解
散
。

二
日
目

88888
時時時時時
2525252525
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

体
操
を
し
て
身
体
を
ほ
ぐ
し

て
か
ら
現
場
へ
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分

　
伐
倒
開
始
。
矢
や
フ
ェ
リ
ン
グ

レ
バ
ー
を
使
っ
て
重
心
を
移

動
さ
せ
な
が
ら
伐
倒
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
力
枝
を
考
え
て
、

そ
れ
を
残
し
な
が
ら
の
枝
払

い
。
回
転
し
な
が
ら
落
ち
て

ゆ
く
、
材
の
動
き
を
見
な
が

ら
の
玉
切
り
。

1616161616
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
掃
除
を
し
て
終
了
、
解
散
。

三
日
目

88888
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

あ
い
に
く
の
空
模
様
。
雨
が

降
っ
た
り
止
ん
だ
り
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
入
念
に
行
う
。
特
に

ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
刃
の
研
磨
。

左
右
の
刃
の
角
度
の
調
整
や

個
々
の
刃
の
大
き
さ
の
調
整
。

そ
し
て
デ
プ
ス
の
研
磨
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
雨
は
時
に
激
し
く
降
り
続
い

て
い
る
。
ロ
ー
プ
の
ア
イ
加

工
を
復
習
し
て
み
る
。

1515151515
時時時時時

　
講
師
講
評
、
終
了
、
解
散
。

参
加
者
／
井
伊
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス

集
中
コ
ー
ス

集
中
コ
ー
ス

集
中
コ
ー
ス

集
中
コ
ー
ス 

 
 
   
 
 
 
 

秋
の
部

秋
の
部

秋
の
部

秋
の
部

秋
の
部

　　　　　
1111111111
月月月月月
33333
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
〜

　
　
〜

　
　
〜

　
　
〜

　
　
〜
1111111111
月月月月月
55555
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
ぎ
ゅ
っ
と
、
ぎ
っ
し
り
三
日

間
。
測
樹
な
ど
の
調
査
か
ら

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
伐
木

造
材
や
伐
倒
、
簡
単
な
集
材
を
行

い
ま
す
。
十
六
名
の
方
が
参
加
予

定
で
す
。

　
初
日
は
8
時
30
分
か
ら
島
﨑

先
生
の
山
小
屋
に
て
受
付
開
始
、

二
日
目
・
三
日
目
は
8
時
30
分

に
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

第
十
五

第
十
五

第
十
五

第
十
五

第
十
五
・・・・・
十
六
回

十
六
回

十
六
回

十
六
回

十
六
回

　　　　　
1212121212
月月月月月
22222
・・・・・
33333
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

     
     
     
     
     

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き

炭
焼
き
・・・・・
復
習
復
習
復
習
復
習
復
習

　
移
動
式
炭
化
炉
を
使
っ
て
、
で

き
れ
ば
ド
ラ
ム
缶
で
も
炭
焼
き

を
し
て
み
ま
す
。
材
の
仕
込
み
、

火
入
れ
の
後
は
火
の
番
で
す
。
そ

の
間
は
、
希
望
者
で
少
し
早
い
忘

年
会
。
幹
事
さ
ん
募
集
中
で
す
。

可
能
な
方
は
火
の
番
を
し
つ
つ

小
屋
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　
翌
日
は
、
炭
出
し
の
後
、
保
科

先
生
の
山
林
見
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
炭
出
し
時
は
マ

ス
ク
・
タ
オ
ル
な
ど
が
必
要
で

す
。
希
望
者
は
炭
を
お
持
ち
帰
り

頂
け
ま
す
の
で
、
米
袋
な
ど
持
参

く
だ
さ
い
。

　
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山
小

屋
に
集
合
で
す
。

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

第
十
七
回

　　　　　
33333
月月月月月
44444
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

     
     
     
     
     

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

　
早
い
も
の
で
平
成
17
年
度
の

最
終
回
に
な
り
ま
す
。
ナ
ラ
な
ど

の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ
コ

を
種
駒
を
打
ち
込
む
方
法
と
鋸

菌
を
塗
る
方
法
で
植
菌
し
て
み

ま
す
。
島
﨑
先
生
の
小
屋
に
8
時

30
分
。

　
こ
の
時
期
、
積
雪
や
凍
結
な
ど

道
路
状
況
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
や
ま
・・・・・
も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

も
り
　
豆
知
識

 
 
 
   
 
 
 
 

「
測
量
の
注
意
点
」

「
測
量
の
注
意
点
」

「
測
量
の
注
意
点
」

「
測
量
の
注
意
点
」

「
測
量
の
注
意
点
」

　
測
量
と
林
道
設
計
い
か
が
で

し
た
か
？
「
森
林
塾
で
サ
イ
ン
、

コ
サ
イ
ン
を
使
う
羽
目
に
な
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
衛
星
を

使
っ
た
位
置
確
認
が
で
き
る
時

代
に
コ
ン
パ
ス
使
っ
た
測
量
か

い
!!
」
等
々
、
感
想
も
お
あ
り
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
基
本
で

す
の
で
一
通
り
の
事
を
頭
に
入

れ
て
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

い
う
事
で
す
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ

の
よ
う
に
『
離
せ
ば
わ
か
る
』
世

代
と
な
っ
た
者
に
は
方
眼
紙
の

上
に
分
度
器
や
ス
ケ
ー
ル
を

使
っ
て
小
さ
い
点
を
落
と
す
事

は
と
て
も
つ
ら
い
作
業
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
一
人
の
落
伍
者
も

出
ず
に
三
斜
法
で
の
面
積
計
算

ま
で
こ
な
し
て
し
ま
っ
た
、
と
て

も
優
秀
な
十
二
期
生
の
皆
さ
ん

で
し
た
。

　
さ
て
そ
の
コ
ン
パ
ス
で
の
測

量
の
注
意
点
を
い
く
つ
か

①
局
所
引
力
に
注
意

局
所
引
力
に
注
意

局
所
引
力
に
注
意

局
所
引
力
に
注
意

局
所
引
力
に
注
意
　

   

方
位
角
の
測
定
は
磁
針
を
使

い
ま
す
の
で
、
地
球
以
外
の

引
力
は
禁
物
。
町
の
中
と

違
っ
て
山
の
中
は
そ
の
心
配

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
か
磁
気
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
大

量
の
ピ
ッ
プ
を
貼
っ
て
測
量

に
臨
む
人
は
い
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、
林
道
に
停
ま
っ

て
い
る
車
や
、
川
島
さ
ん
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
胸

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
携
帯
電

話
な
ど
は
要
注
意
だ
そ
う
で

す
。

②
等
高
線
上
に
二
本
、

等
高
線
上
に
二
本
、

等
高
線
上
に
二
本
、

等
高
線
上
に
二
本
、

等
高
線
上
に
二
本
、
残
り
は

残
り
は

残
り
は

残
り
は

残
り
は

そ
の
山
側
に

そ
の
山
側
に

そ
の
山
側
に

そ
の
山
側
に

そ
の
山
側
に

     

　
傾
斜
が
少
し
き
つ
く
な
る
と

三
脚
の
立
て
方
に
苦
慮
し
て

し
ま
い
ま
す
。
足
を
伸
ば
し

た
り
縮
め
た
り
は
時
間
が
掛

か
る
し
少
し
み
っ
と
も
な
い
。

ま
ず
は
二
本
を
同
じ
等
高
線

上
に
立
て
、
そ
の
山
側
に
最

後
の
一
本
を
立
て
る
の
で
す

が
、
こ
の
一
本
を
半
円
状
に

回
し
調
整
し
ま
す
。
下
り
勾

配
の
測
定
時
に
は
こ
の
三
本

目
が
邪
魔
に
な
り
ま
す
が
、

ま
あ
辛
抱
。
こ
の
脚
の
近
く

を
踏
む
と
せ
っ
か
く
取
っ
た

レ
ベ
ル
が
ま
た
狂
い
ま
す
。

③
磁
針
の
固
定
と
開
放

磁
針
の
固
定
と
開
放

磁
針
の
固
定
と
開
放

磁
針
の
固
定
と
開
放

磁
針
の
固
定
と
開
放

     

　
移
動
の
と
き
は
磁
針
を
乗
せ

て
い
る
軸
（
ピ
ボ
ッ
ト
）
を
傷

め
な
い
よ
う
に
磁
針
を
固
定

す
る
の
で
す
が
、
測
点
に
三

脚
を
据
え
た
ら
磁
針
を
開
放

す
る
の
を
忘
れ
ず
に
。

④
読
む
の
は
黒
い
針

読
む
の
は
黒
い
針

読
む
の
は
黒
い
針

読
む
の
は
黒
い
針

読
む
の
は
黒
い
針

     

方
位
角
は
北
極
（
正
確
に
は
磁

気
北
極
）
か
ら
何
度
ず
れ
て

い
る
か
と
い
う
値
を
読
む
も

の
で
す
。
黒
い
針
は
北
極
を

向
い
て
い
ま
す
が
赤
い
針
は

南
極
を
向
い
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
を
読
む
と
百
八
十
度
ず

れ
た
値
が
出
て
き
て
し
ま
い

ま
す
。
製
図
の
時
に
と
ん
で

も
な
い
数
字
に
気
が
つ
い
た

の
で
は
手
遅
れ
。
現
場
で
大

ま
か
な
平
面
図
を
書
き
つ
つ

測
量
を
進
め
れ
ば
、
こ
ん
な

間
違
い
に
は
す
ぐ
気
が
つ
き

ま
す
。

　
私
が
生
ま
れ
た
昭
和
四
十
年

頃
は
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
期

と
い
わ
れ
る
時
代
に
入
っ
て
い

た
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
の
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
薪
や
炭

な
ど
は
生
活
の
中
か
ら
排
除
さ

れ
、
石
油
・
ガ
ス
・
電
気
へ
と

取
っ
て
変
わ
ら
れ
て
き
た
頃
で

す
。
里
山
の
恩
恵
に
人
々
が
背
を

向
け
始
め
、
山
に
人
が
入
ら
な
く

な
っ
た
頃
で
す
。
私
の
実
家
は
更

埴
市
（
現
千
曲
市
）
の
山
裾
に
立

つ
家
で
、
そ
ん
な
家
で
も
や
は
り

薪
の
風
呂
は
私
の
記
憶
に
微
か

に
残
っ
て
い
る
程
度
で
、
私
が
小

学
校
を
卒
業
す
る
頃
ま
で
に
は

近
所
で
薪
を
使
っ
て
い
る
家
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
今
思
え

ば
、
私
が
里
山
に
最
も
親
し
ん
で

い
た
の
は
三
十
年
位
前
の
小
学

生
の
頃
か
な
と
思
い
ま
す
。
父
親

と
一
緒
に
春
は
山
菜
、
秋
は
き
の

こ
狩
り
や
栗
拾
い
に
行
く
の
が

楽
し
み
で
し
た
し
、
山
の
中
に
は

小
さ
な
畑
も
あ
っ
て
り
ん
ご
や

野
菜
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た

地元の木を使った地元の木を使った地元の木を使った地元の木を使った地元の木を使った
                                   家づくりをめざして　家づくりをめざして　家づくりをめざして　家づくりをめざして　家づくりをめざして　
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い
っ
て
毒
が
あ
り
、
こ
ん
な
美
し

い
紫
の
か
わ
い
い
実
が
、
そ
ん
な

別
名
で
は
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
牛
が
死
ぬ

程
の
毒
が
あ
る
と
は
驚
き
で
す
。

花
も
か
わ
い
い
の
に
な
〜
・
・
・
。

　
が
ま
ず
み
の
実
も
赤
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
去
年
は
、
こ
の
実

を
集
め
て
焼
酎
に
漬
け
に
し
ま

し
た
。
す
ご
く
き
れ
い
な
色
が
出

て
、
目
に
も
楽
し
い
お
酒
で
す

が
、
実
が
小
さ
い
の
で
集
め
る
の

が
け
っ
こ
う
大
変
。
量
も
か
な
り

集
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
根

気
が
い
る
事
が
判
明
。
今
年
は
断

念
し
ま
し
た
。

　
秋
の
陽
に

　
　
　
る
り
の
実
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
さ
わ
ふ
た
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[

鳶]

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　
今
年
は
、
十
月
の
半
ば
頃
ま

で
、
平
年
よ
り
も
暖
か
く
雨
の
少

な
い
日
が
続
き
、
き
の
こ
好
き
の

方
々
の
ボ
ヤ
キ
が
ち
ら
ほ
ら
。

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

◆
コ
ラ
ム
◆

　
十
月
に
入
り
、
だ
い
ぶ
秋
ら
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の

紅
葉
は
、
例
年
と
く
ら
べ
る
と
遅

い
様
で
す
ね
。
今
は
十
月
の
下
旬

で
す
が
、
桜
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
し

か
紅
葉
し
て
な
く
て
、
や
っ
と
、

う
る
し
や
ぬ
る
で
・
や
ま
ぶ
ど

う
が
紅
く
な
っ
て
き
て
い
る
く

ら
い
で
す
。

　
こ
の
間
、
山
へ
散
歩
に
出
か
け

た
ら
、
あ
お
は
だ
の
実
が
か
わ
い

ら
し
く
赤
く
実
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
わ
ふ
た
ぎ
の
実
も
紫
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
わ
ふ
た
ぎ
の
実

が
色
づ
く
の
は
初
め
て
実
際
に

見
た
の
で
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
感

動
で
し
た
。
さ
わ
ふ
た
ぎ
は
、
別

名
「
る
り
実
の
う
し
こ
ろ
し
」
と

の
で
、
草
取
り
や
収
穫
な
ど
の
手

伝
い
は
日
々
の
中
で
普
通
に
し

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
そ
の

頃
の
方
が
感
受
性
も
高
か
っ
た

の
か
、
季
節
感
が
と
て
も
強
く
感

じ
ら
れ
、
春
の
山
桜
か
ら
新
緑
へ

変
わ
る
と
き
の
美
し
さ
、
秋
は
モ

ク
モ
ク
と
し
た
絨
毯
の
よ
う
な

山
々
の
紅
葉
、
冬
の
雪
化
粧
と
、

大
し
た
山
で
は
な
い
の
で
す
が

私
に
と
っ
て
は
と
て
も
心
に
残

る
風
景
を
見
せ
て
く
れ
た
も
の

で
す
。（
そ
ん
な
裏
山
も
今
で
は

山
の
畑
の
上
に
高
速
道
路
が
剥

き
出
し
と
な
り
、
そ
の
姿
と
騒
音

で
、
そ
ん
な
幼
少
の
頃
の
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
を
台
無
し
に

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
を
言
い
な
が
ら
、
毎
月
の
森
林

塾
に
そ
の
高
速
道
路
を
利
用
し

て
い
る
自
分
が
い
た
り
も
し
ま

す
…
。）

　
さ
て
、
時
代
は
グ
ッ
と
下
っ
て

平
成
の
世
と
な
り
、
私
は
い
つ
し

か
建
築
設
計
事
務
所
で
働
く
建

築
士
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
大
学
で
は
建
築
の
勉
強
を

し
っ
か
り
（
?
）
修
め
た
後
の
こ

と
で
す
。
皆
さ
ん
は
大
学
の
建
築

科
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
　

意
外
に
も
木
造
建
築
と
い
う
も

の
は
大
学
教
育
で
は
あ
ま
り
教

え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
で

す
か
ら
、
木
だ
と
か
森
林
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
は
大
学
時
代
に

全
く
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
木
造
建
築

を
設
計
し
現
場
監
理
を
し
た
の

は
事
務
所
に
入
っ
て
暫
く
し
て

か
ら
で
す
が
、
最
初
は
こ
の
柱
・

梁
は
何
の
木
で
ど
ん
な
長
所
・

短
所
が
あ
る
の
か
、
ど
う
い
う
流

通
を
経
て
こ
の
家
の
柱
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
ど
と
い
う
こ
と

は
特
に
気
に
も
せ
ず
に
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
少
し
ず

つ
経
験
を
積
み
、
ど
ん
な
木
材
を

ど
の
よ
う
に
用
い
て
建
物
を
つ

く
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
程

度
わ
か
っ
て
き
た
数
年
前
に
独

立
し
、
自
分
の
事
務
所
を
構
え
る

に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
頃

で
も
、
木
造
住
宅
に
使
わ
れ
て
い

る
木
材
が
何
処
の
も
の
で
あ
る

と
か
、
地
元
の
木
や
森
の
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
元
の
森
林
や

木
材
に
つ
い
て
強

く
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
や
は
り
島

﨑
先
生
と
の
出
会

い
で
す
。
私
よ
り
も

数
年
前
に
独
立
し

て
設
計
事
務
所
を

始
め
て
い
た
妻
に
、

辰
野
町
の
お
施
主

さ
ん
か
ら
の
依
頼
で
、

そ
の
方
の
所
有
す
る
山

の
木
を
使
っ
て
家
を
建

て
た
い
と
い
う
お
話
が

あ
り
、
私
も
協
同
で
設

計
監
理
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

は
設
計
図
を
描
い
て
工

務
店
に
依
頼
し
て
家
を

建
て
て
い
た
わ
け
で
、

木
材
の
調
達
な
ど
は
す

べ
て
施
工
者
に
お
任
せ

で
し
た
か
ら
、
最
初
は

何
処
に
ど
う
頼
も
う
か

と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
お
施
主
さ
ん
を
通
し

て
伊
那
の
有
賀
建
具
店
さ
ん
、
有

賀
製
材
所
さ
ん
と
知
り
合
う
こ

と
が
出
来
、
そ
う
い
う
話
な
ら
島

﨑
先
生
の
と
こ
ろ
へ
と
い
う
こ

と
で
、
一
緒
に
鳩
吹
公
園
の
山
小

屋
へ
訪
ね
た
の
で
し
た
。
幸
い
に

も
先
生
が
原
稿
の
執
筆
中
で
小

屋
の
方
に
い
ら
し
て
、
二
つ
返
事

で
木
の
伐
出
を
引
き
受
け
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
先
生
に

し
て
い
た
だ
い
た
日
本
の
森
林
・

林
業
の
現
状
を
憂
う
お
話
し
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
し
た
。

日
本
が
世
界
で
も
有
数
の
森
林

国
で
あ
り
な
が
ら
、
流
通
木
材
の

八
割
以
上
が
外
国
産
材
で
あ
る

こ
と
、
放
置
さ
れ
た
山
林
の
こ
と

な
ど
を
お
聞
き
す
る
に
つ
れ
て
、

「
も
っ
と
森
林
や
林
業
の
こ
と
、

木
材
の
流
通
の
こ
と
な
ど
を
勉

強
し
て
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
…
。」
と

思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
こ
と
も
そ

の
際
に
お
話
い
た
だ
き
、
林
業

（
川
上
側
）
の
こ
と
を
知
る
た
め

に
も
い
つ
か
入
塾
し
て
勉
強
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
辰
野

の
家
は
丸
太
の
伐
出
か
ら
一
年

半
近
く
か
か
っ
て
今
年
の
夏
に

完
成
し
、
お
施
主
さ
ん
も
大
変
喜

ん
で
お
ら
れ
、
島
﨑
先
生
は
じ
め

山
林
塾
の
皆
さ
ん
に
も
ご
披
露

す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
山
林
塾
の
皆
さ
ん
の
多

く
が
、
実
際
に
切
っ
た
木
が
家
に

な
っ
た
姿
を
見
る
の
は
初
め
て

だ
と
感
慨
深
く
さ
れ
て
い
る
姿

や
、
お
施
主
さ
ん
と
親
密
に
お
話

さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
ほ
ん

の
数
十
年
前
は
こ
う
し
た
家
づ

く
り
が
当
た
り
前
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
と
同
時
に
、
こ
ん
な

家
づ
く
り
を
も
っ
と
広
め
ら
れ

た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
経
緯
で
、
森
林
や
林
業

の
現
状
を
知
り
た
い
、
建
築
士
と

し
て
川
上
と
川
下
の
よ
り
良
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
参
加
動
機
で
、
私
と
妻
が

今
年
の
春
か
ら
森
林
塾
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
林
業
の
「
い
ろ

は
」
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

山
に
い
る
と
、
子
供
の
頃
に
親
し

ん
だ
裏
山
で
の
こ
と
な
ど
を
思

い
出
し
、「
や
っ
ぱ
り
山
は
い
い

な
ぁ
」
な
ど
と
単
純
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
る
私
で
す
。
今
後
も

息
子
も
含
め
て
家
族
で
参
加
す

る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。


